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は
じ
め
に

　　

本
稿
の
目
的
は
、
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
を
事
例
と
し

て
、
地
域
の
産
業
基
盤
・
生
活
基
盤
を
支
え
る
社
会
資
本

の
整
備
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
整
備
さ

れ
た
社
会
資
本
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
継
続
的
か

つ
中
長
期
的
に
得
ら
れ
る
効
果
を
、
一
般
的
に
は
ス
ト
ッ

ク
効
果
と
呼
ぶ
。

　

帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
は
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の

帯
広
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）か
ら
分
岐
し
、帯
広
市
、

と
か
ち
帯
広
空
港
を
経
由
し
て
、
十
勝
港
（
広
尾
町
）
に

至
る
延
長
約
八
七
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
（
図
１

参
照
）。
現
状
で
は
、
開
通
済
み
区
間
約
五
九
㎞
、
工
事

中
区
間
約
一
五
㎞
、
未
事
業
化
区
間
約
一
三
㎞
と
な
っ
て

い
る
。
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の
う
ち
、中
札
内
イ
ン
タ
ー

ン
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
忠
類
大
樹
Ｉ
Ｃ
に
至
る
延
長
二

三
・
二
㎞
が
、中
札
内
大
樹
道
路
で
あ
る
。
二
〇
一
三
（
平

成
二
五
）
年
三
月
に
、中
札
内
～
更
別
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
六
・

五
㎞
が
開
通
し
て
い
る
。そ
し
て
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
三
月

に
は
、
更
別
（
Ｉ
Ｃ
）
～
忠
類
大

樹
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
一
六
・
七
㎞
が

開
通
し
て
い
る
（
図
２
参
照
）。

　

そ
れ
で
は
、
中
札
内
大
樹
道
路

の
整
備
は
、
如
何
な
る
ス
ッ
ト
ク

効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
、
中
札
内
大
樹
道

路
開
通
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
効
果
を

検
証
す
る
た
め
に
、
生
活
面
で
は

主
と
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
、
経

済
面
で
は
主
と
し
て
産
業
振
興
と

物
流
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
活
力
の
向
上
に
つ

い
て
、
中
札
内
村
の
人
口
の
推
移

を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
い
。

地
域
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備
効
果
に
関
す
る
一
考
察

　
　 

―
中
札
内
大
樹
道
路
を
事
例
と
し
て
―

　

札
幌
大
谷
大
学
社
会
学
部
教
授
・
当
研
究
所
理
事

平　

岡　

祥　

孝

図１
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広
市
か
ら
大
樹
町
に
派
遣
さ
れ
る
出
張

医
師
の
診
療
時
間
も
確
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
大
樹
町
内
の
病
院
で
は
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
〇
月
に

予
約
制
の
皮
膚
科
が
開
設
さ
れ
た
。
皮

膚
科
開
設
に
よ
っ
て
、
大
樹
町
内
の
病

院
は
全
六
診
療
科
目
を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

更
別
（
Ｉ
Ｃ
）
～
忠
類
大
樹
Ｉ
Ｃ
間

開
通
以
前
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、
大
樹

町
民
の
皮
膚
科
受
診
患
者
は
、
帯
広
市

内
の
病
院
ま
で
往
復
約
二
時
間
半
の
通

院
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
後
さ
ら

に
、
そ
の
他
の
診
療
科
目
の
出
張
医
師

も
派
遣
可
能
と
な
れ
ば
、
大
樹
町
内
病

院
で
は
、
循
環
器
科
・
耳
鼻
科
な
ど
の

増
設
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
町
内
診
療
が
実
現

す
る
な
ら
ば
、
地
域
住
民
の
通
院
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
医
療

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
す
る
。

　

南
十
勝
地
域
の
主
要
医
療
施
設
は
第

二
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
、
大
樹
町

立
国
保
病
院
（
全
八
診
療
科
目
）、
広
尾
町
国
保
病
院
（
全

八
診
療
科
目
）
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
病
院
と
も

対
応
可
能
な
診
療
科
目
が
一
桁
と
少
な
く
、
救
急
搬
送
は

帯
広
市
の
高
次
医
療
施
設
に
依
存
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
第
三
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
帯
広
厚
生
病

院
は
、
脳
神
経
外
科
・
心
臓
血
管
外
科
・
産
婦
人
科
等
を

含
め
全
二
三
診
療
科
目
を
有
し
て
い
る
。
南
十
勝
地
域
か

ら
の
救
急
搬
送
の
う
ち
九
〇
％
以
上
が
、
帯
広
市
へ
の
搬

送
で
あ
っ
た
（
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設
部
公
表
資

料
）。

　

一
般
道
と
比
較
し
て
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
揺
れ
が
少

な
い
上
に
速
度
変
化
も
小
さ
い
た
め
に
、
言
う
ま
で
も
な

く
搬
送
時
の
患
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。延
伸
さ
れ
れ
ば
、

さ
ら
に
時
間
短
縮
効
果
が
拡
大
さ
れ
る
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク

効
果
の
面
的
波
及
効
果
は
、
第
二
次
救
急
医
療
施
設
の
浦

河
赤
十
字
病
院
（
全
九
診
療
科
目
）
が
あ
る
日
高
東
部
地

域
に
も
及
ぶ
。
実
際
、
日
高
東
部
地
域
か
ら
帯
広
市
へ
の

救
急
搬
送
件
数
が
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
の
一
件

か
ら
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
で
は
六
件
に
増
加
し
て

い
る
（
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設
部
公
表
資
料
）。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

　

帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

南
十
勝
地
域
の
み
な
ら
ず
日
高
東
部
地
域
か
ら
の
医
療
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
。
医
療
の
安
定
が
安
心

で
き
る
地
域
の
形
成
に
寄
与
す
る
。

　
２
　
地
域
産
業
活
性
化
へ
の
寄
与

　　

言
う
ま
で
も
な
く
十
勝
地
域
は
広
大
な
生
産
空
間
で
あ

り
、
我
が
国
有
数
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
。
十
勝
の
農

業
生
産
額
（
Ｊ
Ａ
取
扱
高
）
で
見
る
な
ら
ば
、
二
〇
一
〇

（
平
成
二
二
）
年
で
は
二
三
八
〇
億
円
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
は
二
六
五
八
億
円
と
約
一
一
・

七
％
増
加
し
て
い
る
（
北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
『
十
勝

の
農
業
』）。
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の
延
伸
と
と
も
に
、

　
１
　
医
療
安
定
性
向
上
へ
の
寄
与

　　

整
備
に
よ
り
大
樹
町
＝
帯
広
市
の
移
動
時
間
が
短
縮
さ

れ
た
こ
と
で
、
大
樹
町
か
ら
帯
広
市
内
病
院
へ
の
通
院

負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
逆
に
、
帯

図２
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乳
製
品
工
場
の
新
施
設
拡
張
や
増
設
、
あ
る
い
は
食
品
加

工
工
場
の
新
商
品
ラ
イ
ン
の
稼
動
が
あ
っ
て
、
沿
線
自
治

体
の
食
料
品
製
造
業
出
荷
額
・
従
業
員
数
は
増
加
傾
向
を

示
し
て
い
る
（
経
済
産
業
省
『
工
業
統
計
調
査
』）。

　

ま
た
、
北
海
道
産
肉
用
牛
の
飼
育
頭
数
は
五
一
万
六
〇

〇
〇
頭
（
二
〇
一
三
年
）
で
あ
り
、
全
国
の
約
二
〇
％
を

占
め
て
都
道
府
県
別
で
は
首
位
で
あ
る（
農
林
水
産
省「
畜

産
統
計
」）。
肉
牛
飼
育
頭
数
の
増
加
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
の
高
付
加
価
値
化
も
進
ん
で
い
る
。と
り
わ
け
、

ブ
ラ
ン
ド
牛
が
酪
農
王
国
の
十
勝
地
域
に
集
積
し
て
い
る
。

需
要
が
拡
大
す
る
畜
産
業
に
必
要
不
可
欠
な
飼
料
の
輸
送

効
率
化
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
道
内
畜
産
業
の
飼
料

構
成
は
、
粗
飼
料
五
六
％
、
濃
厚
飼
料
四
四
％
で
あ
る
。

粗
飼
料
の
大
半
は
自
給
飼
料
で
あ
り
、
濃
厚
飼
料
の
大
半

は
輸
入
飼
料
で
あ
る
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
八
年
八

月
一
〇
日
付
記
事
）。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
輸
入
飼
料

へ
の
依
存
度
も
高
い
。

　

十
勝
港
で
は
、
穀
物
サ
イ
ロ
や
配
合
飼
料
工
場
が
稼
動

し
て
い
る
。
飼
料
は
十
勝
港
に
輸
入
さ
れ
、
十
勝
港
飼
料

貯
蔵
施
設
か
ら
道
内
の
酪
農
地
帯
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
一
一
月
に
幸
福
Ｉ
Ｃ
～
中
札

内
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月

に
中
札
内
Ｉ
Ｃ
～
更
別
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
て
い
る
。
十
勝

港
の
飼
料
関
連
取
扱
貨
物
量
を
見
る
な
ら
ば
、
九
万
二
〇

一
七
ｔ
（
二
〇
〇
八
年
）
か
ら
三
三
万
三
一
六
一
ｔ
（
二

〇
一
三
年
）
へ
と
、
約
三
・
六
二
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
（
広
尾
町
「
十
勝
港
の
概
要
」）。
帯
広
・
広
尾
自
動
車

道
の
整
備
は
輸
送
時
間
の
短
縮
が
見
込
め
る
ゆ
え
に
、
確

実
に
輸
送
サ
イ
ク
ル
の
効
率
化
を
促
す
。

　

次
に
、
農
産
物
の
例
と
し
て
、
小
麦
と
甜
菜
の
輸
送
を

取
り
上
げ
て
み
た
い
。
芽
室
町
に
は
、
道
内
首
位
の
砂
糖

生
産
量
（
年
間
約
一
五
万
ｔ
）
を
誇
る
製
糖
工
場
が
立
地

し
て
い
る
。
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
沿
線
の
各
農
協
か
ら

原
料
と
な
る
甜
菜
が
、
当
該
製
糖
工
場
に
向
け
て
出
荷
さ

れ
て
い
る
。
中
札
内
農
協
か
ら
は
約
八
万
ｔ
、
更
別
農
協

か
ら
は
約
一
二
万
ｔ
、
忠
類
農
協
か
ら
は
約
五
〇
〇
〇
ｔ

の
甜
菜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
（
北
海

道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設
部
公
表
資
料
）。

　

更
別
Ｉ
Ｃ
～
忠
類
大
樹
Ｉ
Ｃ
開
通
後
で
は
、
た
と
え
ば

忠
類
農
協
か
ら
の
出
荷
の
場
合
に
は
、
一
往
復
当
た
り
二

二
分
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
一
日
一
台
当
た
り
往
復
回

数
が
一
往
復
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
沿
線
三
農
協
か
ら

の
甜
菜
輸
送
量
全
体
で
は
、
一
回
当
た
り
輸
送
量
を
約
一

〇
ｔ
と
す
る
な
ら
ば
、
年
間
約
六
〇
〇
台
分
の
輸
送
が
効

率
化
さ
れ
て
い
る
（
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設
部
公

表
資
料
）。
甜
菜
収
穫
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

十
勝
管
内
の
貨
物
車
両
数
は
減
少
し
て
い
る
（
北
海
道
運

輸
局
調
べ
）。
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
る
輸

送
効
率
向
上
に
よ
っ
て
、
輸
送
車
両
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、国
産
小
麦
の
収
穫
量
は
八
五
万
二
四
〇
〇
ｔ（
二

〇
一
四
年
）
で
あ
り
、
う
ち
北
海
道
が
六
四
％
占
め
て
い

る
。
十
勝
地
域
だ
け
を
見
て
も
全
国
生
産
量
の
二
四
％
、

四
分
の
一
近
く
を
占
め
て
い
る
（
農
林
水
産
省
「
作
物
統

計
」）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
十
勝
産
小
麦
の
ほ
ぼ

全
量
が
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
を
利
用
し
て
十
勝
港
に
輸

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発

建
設
部
調
べ
）。
た
と
え
ば
、
日
本
一
の
小
麦
生
産
地
で

あ
る
音
更
町
か
ら
十
勝
港
へ
の
小
麦
輸
送
を
見
て
み
よ
う
。

繁
忙
期
に
お
け
る
小
麦
輸
送
事
業
者
の
輸
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
開
通
以
前
は
二
往
復
が
限

界
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
忠
類
Ｉ
Ｃ
ま
で
延
伸
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
回
当
た
り
輸
送
時
間
は
約
二
〇
分
短
縮

さ
れ
、
二
・
五
往
復
が
可
能
と
な
っ
た
（
北
海
道
開
発
局

帯
広
開
発
建
設
部
公
表
資
料
）。

　

全
国
的
に
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
悩
む
現
状

に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
人
員
に
よ
る
効
率
的
な
輸
送
が

求
め
ら
れ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務
規
定
時

間
一
三
時
間
を
所
与
と
し
て
、
小
麦
輸
送
効
率
化
を
実
現

し
て
い
る
。

　
３
　
地
域
活
力
向
上
へ
の
寄
与

―
中
札
内
村
を
事
例
と
し
て
―

　　

中
札
内
村
住
民
の
日
常
の
生
活
行
動
は
、
通
院
や
通
学

あ
る
い
は
購
買
・
購
入
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
帯
広
市
に

大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
通
院
の
六
〇
％
以
上
が
、
買
物

の
約
八
〇
％
が
帯
広
市
に
出
向
い
て
い
る
（
中
札
村
提
供

資
料
他
）。
中
札
内
村
で
は
定
住
化
を
政
策
的
に
推
進
す

べ
く
、
中
札
内
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
お
け
る
宅
地
分
譲
や
、
子
育

て
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

と
き
わ
野
地
区
で
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
き
わ
の
第
一
次

分
譲
・
第
二
次
分
譲
が
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
完

売
し
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
か
ら
は
第
三
次
分
譲

が
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
の
分
譲
地

購
入
は
一
三
件
で
あ
り
、
う
ち
村
外
は
五
件
で
あ
っ
た
。

幸
福
Ｉ
Ｃ
～
中
札
内
Ｉ
Ｃ
開
通
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
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以
降
は
購
入
件
数
が
増
加
し
、
中
札
内
Ｉ
Ｃ

～
更
別
Ｉ
Ｃ
開
通
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
後

の
分
譲
地
購
入
は
六
八
件
、
う
ち
村
外
は
三

二
件
で
あ
っ
た（「
中
札
内
村
住
民
基
本
台
帳
」）。

　

年
齢
階
層
別
分
布
（
二
〇
一
四
年
）
を
見

る
と
、
中
札
内
村
全
体
で
は
六
〇
～
七
九
歳

の
年
代
層
が
最
多
で
四
四
％
で
あ
る
。だ
が
、

と
き
わ
野
地
区
に
限
れ
ば
、
二
〇
～
三
九
歳

の
年
代
層
が
三
一
％
、
二
〇
歳
未
満
の
年
代

層
が
四
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
六
〇
～
七
九

歳
の
年
代
層
は
わ
ず
か
五
％
で
あ
る
（「
中

札
内
村
住
民
基
本
台
帳
」）。

　

幸
福
Ｉ
Ｃ
～
中
札
内
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
そ

し
て
中
札
内
Ｉ
Ｃ
～
更
別
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た

以
降
、
中
札
内
村
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ

る（「
北
海
道
総
合
政
策
部
住
民
基
本
台
帳
」）。

中
札
内
村
の
移
住
者
は
現
役
働
き
世
代
が
多

く
、
移
住
決
断
の
主
た
る
理
由
と
し
て
は
中

札
内
Ｉ
Ｃ
の
開
設
が
挙
げ
ら
れ
る
と
、
筆
者

は
推
察
す
る
。
こ
の
よ
う
な
中
札
内
村
の
事

例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
帯
広
・
広
尾
自
動

車
道
の
延
伸
が
地
域
活
力
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
お
わ
り
に

　　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
札
内

大
樹
道
路
開
通
に
よ
る
ス
ッ
ト
ク
効
果
は
十

分
に
確
認
で
き
る
。
地
域
の
安
心
し
た
暮
ら

し
と
と
も
に
、
地
域
の
産
業
を
支
え
る
う
え
で
、
中
札
内

大
樹
道
路
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
、筆
者
は
考
え
る
。

　

帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
に
お
け
る
開
通
区
間
延
伸
に
と

も
な
っ
て
、
明
ら
か
に
交
通
量
は
増
加
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
帯
広
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
帯
広
芽
室
Ｉ
Ｃ
間
に
お
け
る
一
日

当
た
り
交
通
量
（
年
間
平
均
）
の
変
化
を
見
る
と
、
帯
広

川
西
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た
と
き
で
は
約
四
〇
〇
台
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
更
別
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
て
以
降
は
、
二
九
〇

〇
台
ま
で
増
加
し
て
い
る
（
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建
設

部
公
表
資
料
）。
高
規
格
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
は
、
圏
域
間
や
地
域
間
の
人
流
や
物
流
を
活
発
化
す
る
。

　

帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
が
全
線
整
備
さ
れ
た
な
ら
ば
、

帯
広
市
（
帯
広
市
役
所
）
～
広
尾
町
（
広
尾
町
役
場
）
間

の
所
要
時
間
は
、
冬
期
で
は
一
三
三
分
か
ら
七
八
分
に
五

五
分
短
縮
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
北
海
道
開
発
局

帯
広
開
発
建
設
部
公
表
資
料
）。
ま
た
、
走
行
の
安
全
性

も
高
ま
る
こ
と
で
大
型
車
両
の
交
通
が
、
並
行
す
る
国
道

二
三
六
号
線
か
ら
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
に
転
換
し
て
い

る
（
図
３
参
照
）。
そ
の
結
果
、
二
三
六
号
線
に
お
け
る

大
型
車
両
関
連
の
事
故
発
生
件
数
も
減
少
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
３
参
照
）。

　

南
十
勝
地
域
の
安
定
と
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
さ
ら

な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
あ
る
い
は
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
生

み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
十
勝
港
内
港
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
資

本
の
連
結
・
連
携
に
よ
る
効
率
的
活
用
の
視
点
に
立
つ
な

ら
ば
、
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の
全
線
開
通
が
求
め
ら
れ

よ
う
。

＜

ひ
ら
お
か　

よ
し
ゆ
き＞

図３


